
事業報告概要書（公表版）
１　基本情報

施設名又はグループ名 指定管理者名及び団体概要

（指定管理者名）　　西武・多摩部の公園パートナーズ

（団体の概要）　　　代表者：西武造園株式会社  

指定期間 　　　　　　　　　　構成員：西武緑化管理株式会社、NPO法人NPObirth

H28.4.1　～　R5.3.31    （7年間） 　　　 　　　　　　　　　　 一般社団法人防災教育普及協会

２　施設名 ３　収支（単位：千円）

収入　計
指定管理料等
利用料金

支出　計
収支差

４　管理運営の概要

５　管理状況（維持管理）

実施方法：

陵南公園
小宮公園
滝山公園
大戸緑地
７　入園者数の状況（単位：人）

施設名 当該年度 分析

陵南公園

小宮公園

滝山公園

大戸緑地

合　計

多摩部の公園グループ

令和３年度 令和２年度 公園別支出額
陵南公園 項目 金額 金額

陵南公園　85,916
小宮公園　110,204
滝山公園　6,164
大戸緑地　17,858

小宮公園

【1.適切な維持管理を行うための取り組み】全公園で専門家による定期施設点検、パークスキャン、樹木の一斉点検、樹木医による診断
を実施。問題の早期発見に努めた。また「パークモニタリングアプリ」を活用し、過去作業、問題個所をデータベース化して計画的に対
処。施設の安全確保、長寿命化を実現。デジタルデータ予防保全システムを確立した。陵南公園ではデータベースをもとに、展望広場ら
せん階段の木部交換による長寿命化を実施。小宮公園では同じく10月から3月にかけて園路整備を継続し、常に歩きやすい園路の提供に
努めた。滝山公園では築城500年を迎え、遺構を見せる維持管理を継続し魅力向上につなげた。大戸緑地では老朽化したはす池の改修作
業を実施。池内の杭をすべての交換、池周辺の林床整備を行い、生物多様性の向上と新たな見所作りにつなげた。また、パークスキャン
により指摘を受けた箇所の中で案内看板の再塗装を実施。
【2.事故、自然災害や感染症等を未然に防ぐための安全対策、発生時の対応】大量発生したナラ枯れに対し、計7回の被害調査を実施。4
公園計400本以上の被害木の中で園路付近の木を優先処理し安全な園路提供につなげた。陵南公園では、全体に凸凹が酷かったさくら広
場北側園路改修を実施。また新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、一部施設を利用制限。トイレに手洗い洗剤の常備、サービスセ
ンター内に手指消毒剤、空気清浄機等を配備。また、スタッフが罹患した場合等の対処マニュアル、清掃の細分化と役割分担も整備し
た。大戸緑地では、利用頻度の高い広場の法肩40ｍの木柵を設置。転落事故を未然に防ぐ安全安心な園内環境を整備した。
【3.要望やオリンピック・パラリンピックに向けた施設補修、施設改良への取り組み】利用者や近隣住民から広く意見を収集し、PDCAに
より迅速、適切に処置。維持管理に対する要望37件全て対応または計画済み。またオリンピック・パラリンピックに向けた取組として、
ユニバーサルサービスの向上の一環として全公園で点字パンフレットを作成。陵南公園では、多世代が利用する健康遊具の改修を実施。
高齢の利用者から平均台の歩行部の幅を広げてほしいという声が複数あり、遊具メーカーと協議し、現在の構造で安全面が確保できる10
㎝幅（変更前6.5㎝）に歩行部幅を変更した。小宮公園では、各園路のがたつき、段差解消を計60箇所以上実施や、滑りやすい園路へ景
観を崩さない滑りにくい塗料で塗装し、感謝の声を多数いただいた。大戸緑地では、「だれでも里山コース」の計画地に桜、かえで類な
どの植樹を実施。里山の自然を身近に触れ合える環境づくりができた。
【4.丘陵地特性をふまえた植生管理】陵南公園では、ばったランド管理計画を更新。周辺部と連続させ景観と保全の両立を目指す。小宮
公園では、ボランティア協働の保全地更新。ハンノキ再生地を新たに2箇所設け60株の挿し木を移植。全公園241本のナラ枯れを利用者の
安全を優先する計画的伐採で閉鎖箇所を最小限に抑えた。

239,050 238,394
滝山公園 内

訳
239,050 238,394

大戸緑地
220,141 216,295
18,909 22,099

前年度の「地域連携でコロナ禍を乗り越える」取組みが評価され都市公園等コンクールで「国土交通大臣賞」受賞。今年度はさらに多様
な連携により、各公園特性を活かす事業を推進。八王子市観光課、子育て支援課など多様な主体との共催イベントは、公園だけではでき
ない内容の充実、動員を実現。事業計画のトップの「地域を輝かせる公園」を、管理6年目にして実現。417本出たナラ枯れは迅速な調査
で被害を把握、安全最優先で計画的処置。最低限の園路閉鎖等で効率的に予算執行。

６　利用者アンケート結果

施設名
総合

満足度
植栽
管理

施設の
清潔さ

安全
・安心

職員の
応対

4.7 4.5 4.6 4.5 4.7
4.6 4.4 4.5 4.5 4.6

4.5 4.4 4.6 4.6 4.7
4.6 4.5 4.7 4.4 4.8

2,408

コロナ禍昨年度は開放空間を求めて利用者が増加。今年度もハイキング利用者、近隣住民の日常的な
散歩やウォーキングなど日々の健康増進を目的に来園され、利用者数に大きな変化は見られなかっ
た。今年度は大戸緑地の10周年であったが、新型コロナウイルスの影響により規模縮小、分散開催、
セルフプログラムの充実など感染症対策を徹底し、工夫を凝らして実施した。また、町田市生涯学習
センターに協力し「まちだ市民大学HATS『多摩丘陵の自然入門』」でのガイドウォークや、大戸源流
森の会と共に近隣保育園の園外活動や学生ボランティアの活動受入などを実施した。で公園利用ニー
ズが高まり、初めて利用する方が増加。アクセス案内を充実させ対応できた

624,283

277,953

冬季の利用者数が昨年より減少したが、春の花見利用者と秋の地域イベント「八王子いちょう祭り」
が開催され利用者が増加し、年間での利用者数に大きな変化は見られなかった。11月からは感染症予
防対策を実施した上で「秋空ガーデンマルシェ」を初開催、また定番のイベントである「太極拳で健
康作り体操」も再開した。公園でのイベント再開や健康づくりの需要により多数の参加があった。

289,485

昨年度と比較すると、利用者数は前半は増加、後半は減少、年間では大きな変化は見られなかった。
団体等の利用は、新型コロナウイルスに関する制限の影響もあり減少した。しかしながら、新型コロ
ナウイルス対策により安心して利用していただける施設を維持した雑木林ホールの利用者数は、2割以
上増加した。また、子育て世代を引き込むイベントや引きこもりがちな高齢者対象イベント、非接触
セルフイベントなどが昨年度に引続き大変好評でがあった。秋には大型イベント「冬＊カフェDay」を
開催し、昨年度比2倍以上の参加があり大変賑わいを見せた。

54,437

緊急事態宣言により、前半はイベント開催ができなかったことなどが影響し利用者数が減少したもの
の、解除後は地域連携の強化によりwithコロナ対応の新規イベント「滝山城カフェ」や「忍者になっ
て滝山城跡をたのしもう！」を開催し、歴史ファンのみならず、ファミリー層の利用者が激増した。
さらに築城500年を盛り上げる、非接触型セルフイベント「滝山城ワードラリー」を今年も開催し、昨
年の倍の1000人の動員に成功した。

公表様式


















